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(主査)
論文審査委員 教授笹田剛史 教授東 孝光 教授山口克人
論文内容の要旨
本論文は，大きく定義，表現，ユーザー・インタフェースの 3 部に大別されている。
第 1 部では，建築設計システムの入力部すなわち定義について述べているO 第 1 章では，建築設計プ
ロセスにおける定義の位置づけを行い，第 2 章では，設計道具の変遷の歴史を整理し，今日の建築設計
環境に適切な新しい建築定義モデルを明らかにしているO 第 3 章では，この新しい建築定義モデルを使っ
た 3 次元設計システムの開発に関する諸問題を考察し新しい 3 次元設計システムの仕様を提案し，定義
のためのシステムを作成している。第 4 章では，第 3 章で作成されたシステムによって実際の建築物の
定義を行い，本システムの有効性を検証している。





成している O 第 4 章では，第 3 章で作成された新しい 3 次元プレゼンテーション・システムを用いて実
際の建築物のプレゼンテーションを行い本システムの有効性を検証しているO





第 3 章では，第 2 章で分析した結果に基づいて本研究に必要なユーザー・インタフェースの仕様を提案









(1) これまでの設計は設計対象の図面による 2 次元モデル化を中心に進められてきたが，図面によるモ
デル化は本質的に多重定義や定義欠落など、の欠点を持つこと さらに図面にならって作られた計算機
上の 2 次元モデルを扱う定義システムも同様の欠点を持つことを明らかにしている。










能化と同時に，人問機械系インタフェースの操作性にも大きく依存するとし， G U 1 (Graphical 
User Interface) の考え方を用いて操作性にすぐれた 3 次元設計環境を計算機上に構築することに
成功している。
以上のように本論文は，これまでの 2 次元モデソレに準拠する設計システムと 3 次元モデルに準拠する
プレゼンテーション・システムに代って GUI のもとで 3 次元モデルを直接操作し，設計対象の定義
と表現とを行う，新しい統合化建築設計システムの可能性を明らかにしており，その成果は環境設計工
学の発展に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
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